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営業外収益(為替予約評価益)の計上に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2026 年 3 月期第 3 四半期連結決算において、営業外収益(為替予約評価益)を下記のとおり計

上する見込みとなりましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 営業外収益(為替予約評価益)の計上について 

決算期末日時点における為替予約未決済残高の時価評価損益(累計)は下表のとおりで、2026 年 3

月期第 3 四半期決算においては、連結損益計算書の営業外収益に為替予約評価益 4,688 百万円を

計上する見込みです。 

 

(単位：百万円) 

 
2025 年 3 月期 

2026 年 3 月期 

第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 

 【決算期末日】      

 連結累計期間の時価評価損益
(評価損は△) 

△701 △1,878 613 3,987 ― 

 (連結会計期間の時価評価損益)  (△1,878) (2,491) (3,373) (―) 

 【前連結会計年度末日】      

 時価評価損益の洗替処理 ― 701 701 701 ― 

 連結損益計算書計上額 
(評価損は△) 

△701 △1,176 1,315 4,688 ― 

 

(注)当社の連結子会社である石狩バイオエナジー合同会社は、事業期間中の燃料調達取引にかかる為替相場の変動

リスクをヘッジする手段として長期の為替予約契約を締結しており、決算期末日時点における為替予約未決済残

高の時価評価損益は、ヘッジ会計を適用することにより連結貸借対照表上に「繰延ヘッジ損益」として計上してい

ましたが、2024 年 7 月 19 日に同社の発電施設において爆発事故が発生し、ヘッジ会計の適用要件を充足しなく

なったことから、2025 年 3 月期第 2 四半期（中間期）以降、ヘッジ会計の適用を中止しています。 

これにより、同社の決算期末日時点における為替予約未決済残高の時価評価損益は、連結損益計算書の営業外

費用または営業外収益に「為替予約評価損益」として計上しています。 

  



2. 業績に与える影響 

連結損益計算書の営業外費用または営業外収益に計上する「為替予約評価損益」は、為替相場等の

動向に大きく影響を受ける可能性があることから、2025 年 11 月 13 日の決算発表時に公表しました 2026

年 3 月期の連結業績予想に織り込んでいません。 

上記 1.の為替予約評価益は、2026 年 3 月期第 3 四半期連結決算に計上する見込みですが、今後も

為替相場等の動向は不透明であることから、当該為替予約評価益の計上による 2026 年 3 月期の連結

業績予想の修正はありません。 

3. 配当に与える影響 

上記 1.の為替予約評価益は、現中期経営計画(2025～2027 年度) 期間中における当社の株主還元

政策に基づき、配当性向の計算には含まれません。 

中期経営計画(2025～2027 年度)期間中の株主還元政策 

連結配当性向※1 70％以上（業績に関わらず自己資本配当率（ＤＯＥ）※2 2.0％を下限とする） 

※1 連結配当性向＝年間配当総額（中間＋期末）÷ 親会社株主に帰属する当期純利益 

    〔一過性の特殊要因（為替予約評価損益）による影響を除く〕 

※2 自己資本配当率（ＤＯＥ）＝年間配当総額（中間＋期末）÷ 自己資本 

 

 

以 上 


